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1． は じ め に
　社会情勢の 変化に つ れ て 人間の 心理や行動 も微妙な影響 を受け る 。 最近は核家族化の 進行 に
よ っ て ， 家族内力動関係の諸相に大 きな変化が 発生 して い る。 子 どもが親 に暴力をふ るう家庭
内暴力 とか ， 逆 に親が子 ど もに暴力 をふ る う幼児虐待な どの 社会病理 もし くは精神病理 に関係
す る もの が あ る 。 また親の過保護， 過干渉 に よ り子 どもの 自立 へ の欲求を抑圧する例 も多 い 。
こ うした現象 を生起 させ る要因は諸種考え られ る で あろ うが ， 基本的に は ， 母子 関係 にお け る
交互作用的な要因を再考す る必要が ある と思われ る 。
　こ れ まで の 対人行動 ， 対人 関係 （親子 関係の場合 も例外で はな い ）の 研究に お い て は ， 小 嶋
（1979）1）が 指摘す るよ うに ， そ の 背景 をなす家族的 ， 社会的， 文化的 ， 生態学的な要因 と個人
の 内面的要因 （認知 ， 動機 ， 信念 ， 価値）な どが十分 に考慮 され て い なか っ た 。 親子の 交互作
用 を調べ る に して も ， 親が子 どもに どの ような行動 を とりそ れ に対 して子 ど もが どう反応した
か だ けを問題 にす るの で は ， 心理過程の分析研究として有効 な知見 はなか なか 得 に くい 。 む し
ろ子 どもの 側か らの 内面的要因を指標 として 考察を進め る こ とが必要 と思われ る 。
一
般に他者
を認知す る 際の 着眼点は ， 水原 （1977）2｝ も指摘する よ うに ， 大 き くはそれぞれ の文化にお け る
人間関係の あ り方や相互期待 の あ り方に よ っ て ， また個別的には そ の 時点にお け る個人の 対人
的欲求の あ り方 に よっ て規定 され る と考えて よ い 。 た とえば ， 門脇 （1977）s）に よれば ， 青年期
層 （15〜24才）に と っ て ， 本人の 行動に 直接的 ， 間接的に影響をお よぼす存在 として の 意味あ
る他者を ， 父 ， 母 ， 友達 ， 恋人 ， 夫 ， 妻 ， 自分の 子 ど も， 上 司 ， 同僚 ， 恩師 ， 同級生の 11分類
の 中か ら順位評定 をお こなわせ る と ， 母 は第 3位以内に位置づ け られ る とい う。 親子 間の対話
に 焦点をあてた大西 （1977）4）の 例 を参考 に するな らば， 対話の 内容全般に わた っ て ， 女子の 場
合に は父親 よりも母親が対話相手 とされ る こ とが 多い 。 男子の 対父親の 場合 に比較 して対話頻
度は多 くな っ て い る。 こ れ ら の研究か ら ， 女子 に と っ て 母親の 存在 は 自我意識の形成に お い て
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　母親の 子 ど もへ の 愛情 は
一
般に母性愛 ある い は 母性行動 とよばれる が，母親だ けが もつ もの
で はな い 。 人問の 母性愛は文化的社会的に強 く影響さ れ て い る 。 平井 （1976）5）は ， 母性愛は母
性意識が強化 されて 「愛」とい う意識に まで発達して は じめて成立す る と述 べ て い る 。 母性意
識 を強化する重要な要因が教育 とい う機能 に あるわけで ，教育 の され方に よ っ て ，母性意識の
発達の程度 も異 な っ て くる 。 こ の教育機能の 原初形態 は母子関係に み る こ とが で きる 。 子 ども
が親 に対 して どの ような態度や反応 を示すか は， 若井 （1980）
6 ）に よれ ば， 親の子 ど も に対して
実際に とる態度に よ っ て規定され る もの で はな く ， 子 どもの 認知の 世界に お い て そ の 親の 態度
が ど う捉え られ る か に よ る と考え られ て い る 。 こ こ に母性意識 の 発達は ， 子 ど もが母親を ど う
認知す るか と い う問題 と深 くか か わ っ て い る こ とが予想 される の で ある 。
II．研究 目的
　子 どもが母親 をどう認知す るか に つ い て 検討す る こ とは ， 最近の 家族内力動的 な関係の あ り
方 に通 じる もの で あ り， 母性とは何か を究明す る場合に も本質的な問題 を含む魅力あ る課題 と
い え る 。 今回 は ， 将来の 母親予備軍 と も い え る女子大生 の 母親 へ の 認知像 と母性意識お よ び そ
の 関連に つ い て分析を加え ， 母子関係の 心 理 的要因に つ い て検討す る 。
HI． 研究方法
　女子短 大生 （児童教育学科在籍者）200名を対象に 2種類の質問紙法 に よ るテ ス トを実施 した 。
実施時期 は 1982年 7 月で ある 。 各被験者 に対 して ， 母親に対す る認知像が ， 母 に対す る評定態
度 F − M テ ス ト（五味，1977） 7 ）に お い て肯定的か否定的か を 5段階評定に よ っ て 回答 を求め た 。
F − M テ ス ト は 附表 1 に 示 す 。 次に ， 母性意識 に つ い て は ， 平 井 （1976）の 質問紙 s） （16項 目）
に 3質問を追加 し ， 該当す る項 目を選択す る ように求 めた 。 附表 2 に各質問項 目を示 す。回答
結果 は，母に 対する評定態度に お い て は，『非常に そ うだ と思 う』を 5点 とし ， 順次重みづ け を
し ， 『決 し て そ うい えな い 』を 1点と換算処理 をす る 。 母性意識の 質問紙 も同様に ， 項 目 「イ」
を 5点 とし順次重みづ けの換算処理 をする。 母 に対す る評定態度で は こ の数量化 に よ っ て ， 30
項 目の 相関行列 を算出 し ， 主因子法に て因子分析
9，
を試み る 。 母性意識に関す る 19項 目も同様
の 方法で行な う。 次に ， それ ぞれ の 主因子 分析に お け る因子 寄与の 大き さ の 変化 を判別 し ， 因
子数 を確定 し て バ リマ ッ ク ス 回転を お こ な い ， 回転後 の 因子 の解釈を試み る 。 さ ら に ， 母親の
認知像 と母性意識の形成過程 との 関連 を知 る ため に ，49項 目 （母 に対する評定態度 30項 目＋母
性意識 19項 目）の 相関行列を求め主因子 分析 とバ リマ ッ ク ス 回転 に よ り， 母子関係に つ い て の
心 理構造 を検討す る。
IV
． 結果 と考察
質問紙 の 各項 目の 平均 と標準偏差を Table　1に示 す 。
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　 まず母 へ の評定態度 に つ い て み る と ， 項 目番号の 1 （明 るい 性質で ある）， 18（非常に活動的
に よ く働 く）， 30（私 に と っ て世界一の 母で ある）が顕著に高得点を示 し ， 逆 に項目番号の 12（子
ど もに対する愛情が うす い ）は他に比較 して最も得点が低 い 。 低い 方で は 8 （母の し て い る仕
事はあ ま り良い とは思 えない ）， 16 （家で わが まますぎる）が 目立 っ て い る程度で ， 以 上の こ と
か ら女子大生 の 母親へ の肯定的態度 を知 る こ とが で きる 。
　 こ の 結果は門脇（1977）， 大西 （1977）らの もの と同様の傾 向を示 して い る 。 Gage ＆ Cronbach
（1955）1°）は対人認知事態を 2要因に基づ い て 区別す る こ とを提唱 した 。 つ ま り評定す る相手
と面識が ある か 否か ， お よび認知 に 際 して ，評定者が どの 程度相手 に つ い て の 情報を も っ て い
る か と い う点で ある 。 面識が あ り相 手の情報をもっ て い れ ば ， 最 も確実な認知をお こ な える こ
とに な る 。 母子間は諸種の 対人認知事態の 中で最 も身近 かで情報 も豊富な組み合せ で あ るか ら，
認知像の 確実性も高い とい えよ う。 子 ど もの 側が 肯定 的態度を示す こ と は ， 望ま しい モ デ ル と
して母親 を認知 し， 同一視 の 機制 も強 く働 い て い るた め と考 え られ る 。
　次に母性意識 に関す る項 目で は ， 41（自分が母親に な る こ とを当然 と思う）， 43 （母 は 心が暖
か い ）， 44（母が 好 き）の 得点が 近似 し て お り ， 42（自身 女性で あ る こ と を肯定す る気 持）， 45 （母
の ようなお母さん にな りた い ）が前述の 41， 43， 44に比較 して得点が低い 。 こ れは ， 母親に な
る こ とは予測す る もの の 女性性を肯定す る気持が弱い こ と， お よび母親 を受容 した い 気持は大
い に ある けれ ども ， だか ら とい っ て母親そ っ くりに なる こ と に対す る抵抗感をもっ て い る こ と ，
以上の 2 点が関係 して い る と思われ る 。











　 　 　 　 　 　 　 　 　 因子 寄与の 大 き さの 順 番
Figure　1　母 に 対す る態度 ：因子寄与の 推移
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　これに よ っ て因子数 は 3 因子 と推定され た 。 因子解釈の ためバ リマ ッ ク ス 回転 をお こ な っ た
と ころTable　2 に 示す結果が得 られ た 。
　　　　 Table　2　母 に 対する態度 ：バ リマ ッ ク ス回転後の 因子負荷行列
項 目 番 号 第　1 因 子 第 2 因 子 第 3 因 子
1 0 ．388 0．030 0．403
2 一〇．038 0．404 0．022
3 一〇．059 0．709 0．021
4 一〇．376 0．060 0．121
5 0．518 一〇．003 0．221
6 0．058 0．477 0．331
7 0．113 0．655 一〇．122
8 一〇．280 一〇．056 一〇．129
9 0．487 0．024 一〇．091
10 一〇．059 0．131 0．312
11 0．045 一〇．154 0．786
12 一〇．453 一〇．045 一〇．018
13 0．542 0．025 0．288
14 0．498 0．159 一〇．078
15 0．312 0．463 一〇．066
16 一〇．458 0．265 一〇．107
17 0．499 一〇．001 0．188
18 0．213 0．069 0．553
19 0．006 0．104 0．161
20 一〇．026 0．159 一〇．685
21 0，592 一〇．063 0．023
22 0．401 0．166 0205
23 0．099 0．387 0．167
24 0．310 一〇．114 0．163
25 0．710 0．094 0，081
26 0．755 0．043 0．123
27 0．346 0．093 0．303
28 0ぴ342 0．181 一〇．094
29 0．567 0．182 一〇．041
30 0．674 0．115 0．143
第 1因子 に 関する項 目は ， 4 （短気で お こ り っ ぽ い ）， 5 （さ っ ぱ りした好 ましい 性質）， 9
（や さ しい 性質）， 12 （子 に対す る愛情が うす い ）， 13 （家庭 が明 る い の は母の お か げ）， 14 （や
さし い 顔立 ち）， 16 （家で わ が まますぎる），17 （子 に対 して 理解が ある ）， 21 （自分 と意見が よ
くあ う）， 22 （他人 か ら愛され る こ とが 多い ）， 24 （妻 として良 い 女性）， 25 （母の ような人 にな
りた い ）， 26 （母 を非常に 愛 して い る）， 27 （母の家庭内の仕事は好 ましい ），28 （母の い う こ と
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はな ん で もよ くき く）， 29 （母 こ そ真 の女性）， 30 （私 に とっ て世界
一
の母）以上の 17項 目が該
当す る 。 第 2 因子 に 関与す る項 目は， 2 （高 い 理想を も っ て生活 して い る）， 3 （教養が ある），
6 （広 く世の 中を知 る）， 7 （どこ か気品が ある）， 15 （美し い 容姿）， 23 （あ る こ と に 秀で て い
る）以上 の 6項 目が含 まれ る 。 第 3因子 に関与す る項 目は ， 1 （明 る い 性質）， 10 （強 い 性格），
11 （健康で 元気）， 18 （非常に活動的）， 20 （病気が ち）以上の 5項 目が該当 して い る 。 項目の
8 （母の して い る仕事は あまり良い とは思 えな い ）お よび19 （勤勉で 真面 目）は質問が 不適切
で あるため因子負荷量が 小 さ くな っ て お り解釈か ら除外 して もよ い 。
　こ の結果 に 基づ い て考え て み る な らば， 第 1因子 は母親 へ の 同
一
視を示す もの で あ り 「母性
の イ メ
ージ」 を代表す る もの と解釈 で き ， 第 2 因子 は 「母親の 社会的有能 さ 」を示す もの とい
え る で あろ うし，第 3因子 は 「母親 の活動 【生」 を表現す る もの と い えよ う。 母親の 認知像を決
定す るに際 して ， 女子大生の 心理構造 は ， 基本的 に は こ の 3 つ の 因子 か ら成立 し て い る と結論
づ け られ る 。
　母性意識に つ い て の 19項 目に つ い て も， 主因子分析の結果お よび因子寄与の 大 きさの 変化よ
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　因 子 寄与 の 大 き さの 順 番
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Figure 　2　母 ［生意識 ；因子寄与 の 推移
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バ リマ ッ ク ス 回転を実施する とTable　3 に 示す結果 とな る 。
　　 Table　3　母1生意識 ：バ リマ ッ ク ス 回転後の因子負荷行列
項 目 番 号 第 1 因 子　！
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
第 2 因 子 第 3 因 子
31 0．002　 1 0．614 一〇．085
32 0．090　 　 1　　　　 　　「 0．542 0．028
33 0．450　　　 1 0．043 一〇． 08
34 0．131 0，572 0，035
35 0，548 0．022 一〇．067
36 0．658 0．143 0．010
37 0．654 0．095 0．153
38 0．461 一〇．003 一〇． 94
39 0．331 0．243 0．121
40 0．322 0．029 0．074
41 0，443 0．024 0．268
42 0．177 0．020 0．057
43 0．094 0．058 0．585
44 0．027 一〇．063 0，593
45 0．117 0．037 0．544
46 0．225 0．073 0．107
47 一〇， 63 0．347 0．018
48 0，206 0．335 0．029
49 0．379 一〇．0 2 O．150
　今回の研究で は ， 項目32と項 目34お よび項 目49を質問紙 に 追加 した の で あ る が ， こ の 理由は ，
子 ど も時代の 友達 との交流 は幼児期 よ り始 まる か らこ の時期の様子 を知 るた めで あ る 。 また子
ども とい う表現が 児童期に 限定 されない よ うに配慮 して も ら うね ら い も含ん で い る。
　まず第 1 因子 に つ い て考えて み よ う 。 33（幼児の世話 を した こ とが あ る）， 35 （子 ど もと一緒
だ と楽し い ）， 36 （子 ど も好 き）， 37 （子 ど もに関心あ り）， 39 （結婚 を考 える）， 40 （結婚した
らす ぐ子 ど もが欲 しい ）， 41 （母親に な る こ とは当然）， 49 （電車内で幼児 に とる態度）以上 の
9項 目が関与し て い る 。 項 目の 39と40は因子 負荷量 も比 較的小 さ い の で ， こ の第 1因子は 「子
どもへ の関心度」 を表現 す る もの と解釈で きる 。 第 2 因子 に つ い て は ， 項 目の 31 （小学生頃友
達と遊んだ）， 32 （小学生頃活発 な遊びを した）， 34 （幼児期 に友達 と遊んだ ）， 47 （わ が ま まの
程度）， 48 （物質的欲求の 処理 ）の 5 項 目が 該当 して い る 。 したが っ て ， こ の因子 は 「自我充足」
を表現する もの と考 えられ る。次 に第 3因子 に つ い て で あ る が ，43 （母 は心 が 暖か い ），44 （母
が好 き〉， 45 （母の よう に な りた い ）の 3項 目に 因子負荷量 が大 き く 「母親 へ の 同一視」を示す
と解釈で き よう。 項 目42 ．（自分 自身女性で ある こ とを肯定す る気持） と46 （自分 自身の心の暖
か さ ）は ど の 因子 に も負荷量が小 さ く解釈か ら除外され た 。 以上 より母性意識の形成過程に 関
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され て 3因子構造 に な っ て い る と結論づ けられる 。
　親子間の 相互態度に つ い て 他の 研究例 を参照 しなが ら考察 を進め る こ とに する 。 母親 を対象
として ， 母性意識 の 形成過程を調べ た平井 （1976）
11） に よ る と ，   思春期 に 子 ど も に対 して 肯
定的，積極的に考える人格の形成期 の ある こ とが推定 される こ と ，   母性意識の本質は ， 子 ど
もの 立場 に た っ て 子 ど もを思 い や る心 ， すなわ ち受容の能力にある こ と，  子 ども好 きでな
い
母親は約2e％近 く存在す る こ と ， が示されて い る 。 小嶋 （1974）
エ2〕は ， 親の行動の 因子構造 を
3 因 子 （Warmth ・Hostility，　 Permissiveness　 Strictness，　 Calm　Detachment
・Anxious，
Emotional　lnvolvement）と捉 えた Becker （1964）
13）の例を紹介 して ， 親 と子 ど もの 養育態度
の認知差の 力動関係 を問題 にすべ きで あると述べ て い る 。 小学生高学年 を対象 に 母子間に お け
る認知差の 方向に つ い て 調べ た森下 （1973）
14）
の結果 に よる と， 子 ど もの 方が母親の 態度よ り，
拒否的 ， 不安 ， 溺愛 の 方向に ずれ て い た 。
　こ の ように み て くるな らば， 今回の 分析に お い て ， 母親へ の認知像 と母性意識 につ い て 3 因
子 を抽出 した こ と は，母子間の 力動 関係 を規定す る若干 の 心理 要因を子 ど もの側か ら明 らか に
しえた もの と考 え られ る 。
　次に ， 母 に対 する評定態度30項目と母性意識 19項 目を合計し ， 全項目を変数 と して 主因子分























　 　 　 　 　　 因子 寄与の 大 きさ の 順番
Figure　3　母 に 対す る態度＋ 母性意識 ：因子寄与 の 推移
因子の解釈を進め るた め バ リマ ッ ク ス 回転 をお こな うとTable　4 の 結果 と な る 。
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Table　4 母 に対す る態度＋母性意識
　　　　　　　　　大江 ・中塚 ：母親像 と 母性意識 の 関運性 に つ い て













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　これ よ り第 1 因子 は ，母 に対 する評定態度の 分析よ り得られ た第 1因子 と母性意識 の形成過
程の 分析か ら抽出された 第 3 因子 が合成 されて い る こ とがわか る 。 該当項目を検討する と， 母
親の 性格に関連 す る もの が項 目の 1 ， 4 ， 5 ， 9 で あ り， 項 目の 8 ， 12， 13， 16， 17， 21， 22，
24は主 として母子関係の 交互作用 に関連す る もの とい え よう。 また項 目の 14， 25， 26， 27， 29，
30， 43， 44， 45は母親を肯定受容す る同
一
視に 関連 する もの で ある と考え られ る 。 したが っ て ，
こ の第 1因子 は 「母性イ メ ージ」を総合的に 表現す る因子で ある と解釈で き る 。 第 2因子 は 「子
ど もへ の 関心」を示す もの とい えよ う。 第 3因子 に つ い て は項 目の 10， 11， 18， 20が因子 負荷
量 が大 き く 「母親 の活動性」を示 す とい える。第 4因子 に つ い て は，Table　 2で 示 され た よう
に ， 母 へ の 態度の分析 よ り抽 出 さ れ た 第 2 因子 に相当 し て い る の で 「母親の 社会的有能さ」
と解釈で き る 。 最後に 第 5因子 に つ い て は ， 項 目の 28，31，32，34， 47， 48が該 当す る 。 Table
3 の 結果 に 示 され て い るよ うに 第 2 因子 と対応 して お り 「自我充足」の 因子 で ある と解釈で き
る 。
　以上の こ とか ら ， 女子大生 に お い て は ， 母親へ の 評価は
一般に 肯定受容的で あ り， 母親 へ の
認知像 は好 ま し い もの で あ る とい え る 。 同
一
視の 機制が 強 く働 い て い る こ とは ， 第 1 因子 に 関
して ， 25， 26， 30， 44の 各項 目で 因子 負荷量 が 大きい こ とで 確認 で き る 。 母 に対す る態度と母
性意識形成過程の 調査の 各項目を変数 として 処理 した と こ ろ ， こ れ に よ っ て両質問紙に共通 し
た 因子が 抽出され た こ とは ， 母親認知像 と母性意識は深 く関連する こ とを示 して い る。前述の
よ うに平井 （1976）は 1L｝， 母性意識の本質 は ， 子 どもの立場にた っ て子 どもを思 い や る受容能力にあ
り， そ の基盤 は子 ども好 きと い う感情に あ る として い る 。 そ して母性愛を豊か に す るため に は ， 自
己 中心的欲求を統制す る能力をの ばす こ とで ある と論 じ て い る 。 自己中心的欲求の 統制能力は ，
子 ど も時代の友達との遊びを通 して 身に つ くこ とが多 い の で あるが ， 項目47， 48の 内容 は こ れ
と対応 して い る こ とが わ か る 。 まさ に こ れ は今回の分析 に よ っ て 第 5 因子 として 抽 出された こ
と に なる 。
　母子関係を円滑に機能 させ る要因 と して は ， 子 どもの 側か らは ， 好 まし い母親像 （母性 イメ
ージが豊か で ， 社会的有能さを身につ け ， 活動的であ る母親で ある こ と） をもつ こ と ， お よび
子 ど も自身が他者 へ の 関心 を深め る と同時 に適度 な自我充足 をす る こ と ， の 2点 を あげる こ と
が で きよ う 。 母子 関係の 交互作用 は母性愛を強化す る条件と も な り得 る わ け で ， 子 ど も自身が
自己中心的欲求 を統制す る力 を つ ける こ と は ， 親の 過保護や過 干渉を制限す る こ と に もな る。
　河合 （1983）
15）に よれ ば ， 母性は基本的 に はすべ て を包含す る機能を もち ， 人 間関係に っ い
て は，感情 に基づ い た共生的
一体感 を求め る こ とに な る。 相手が具体 的行動 に 出る前に ， こ ち
らが相手の 心情を察 し て行動す る こ とは ， 困難なこ と で あるが ，
一
般に我々 は こ れ を 自然 と身
に っ けるもの で ある と い う 。 こ れ は ， 母子相互 の 自己主張 （自我充足） と相手の 心情を くみ と
る こ との バ ラ ン ス の 上に 成 り立 っ た もの で あ り， こ の バ ラ ン ス を通常 は無意識 の うち に と っ て
い る と考 え ら れ る 。 こ の よ う に 自然 と相手 の 心情 を 察 し て行動 す る方法 を身に つ け る こ とが で
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大 江 ・中塚 ；母親像 と母性意識の 関連性 に つ い て
きるため に は ， 母性愛が関与 しな けれ ばな らな い の で あろ う。
　要する に ， 母子関係 を核 と し て ， 諸種 の 対人 関係を通 じて子 ど もの 側の 認知過程が発達 し ，
母性愛の 心 理構造が決定され る と考え られ るの で ある 。
　今回の 研究で は ， 既成の 質問項目か ら因子 分析を試み た の で ある が ， 調査対象を異に す れ ば
さ らに有意義な知見も得 られ るで あ ろ う 。 質問項目を追加 し内的整合性の 高い 質問紙に精選す
る作業 は今後 も続 けるこ ととし，母性 とは何か を測定す る尺度の作成 を今後の課題 としたい 。
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附表 1．　　　　　　　　 母 に 対す る評 定態度 F −M テ ス ト
　　 母 は
1 ．明 る い 性質 で ある
2 ．高 い 理 想 を もっ て 生活 して い る
3 ．教養が ある
4 ．短 気で お こ りっ ぽ い 　　　　　．
5．さ っ ぱ りした好 ま しい 性質で あ る
6 ．広 く世の 中の こ とを知 っ て い る
7．ど こ か 気品 が ある
8．母の して い る （主 婦の ）仕事 は あ ま り良 い とは 思えな い
9．や さ し い 性質で あ る
10．強 い 性格で あ る
11．健康で元 気で ある
12．子 ど も に 対す る 愛情が うす い
13．家庭 が 明 る い の は 母の お か げ で あ る
14．や さ しい 顔立 ち で あ る
15．美 しい 容姿で ある
16．家 で わ が ま ます ぎる
17．子 ど もに 対 して 理解 が あ る
18．非常 に 活 動 的 に よ く働 く
19．勤勉で 真面目で ある
20．病気が ち で あ る
21．自分 と意見が よ くあ う
22．他人 か ら愛 され （尊敬 さ れ ）る こ とが 多い
23．ある こ と（学問， 芸術 ， 技術 ， お 茶 お 花，ピ ア ノ な
　　ど）に 秀で て い る
24．「妻 と し て 1 良い 女性 で あ る
25．将来で き る こ とな ら母 の よ うな 人 間 に な りた い
26．私 は母を非常に 愛して い る
27．母 の 家庭内の 仕 事 は好 ま しい もの で あ る
28．母 の い うこ とは な ん で も よ く き く
29．母 こ そ真の 女 性で あ る
30．母 は 私 に と っ て 世界
一
の 母 で あ る
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大江 ・中塚 ：母 親像 と母 性意識 の関連性 に つ い て
附 表 2
母性意識 の 形成過程の 調査
31．小学生の 頃，友達 と遊ぶ こ とが 多か っ た で す か
　　　 イ．とて も よ く遊 ん だ
　　　 ロ ．よ く遊 ん だ ほ うで あ る
　　　 ハ ．あま り遊 ば な か っ た
　　　 二 ．ほ とん ど遊 ば な か っ た
　　　 ホ．その 他
32．小 学生 の 頃，活 発 な遊 び をす る こ とが多 か っ た で す か
　　　 イ．非常 に 多か っ た
　　　 ロ ．か な り多 い ほ う だ っ た
　　　 ハ ．あ ま り多 くなか っ た
　 　 　 二 ．ほ と ん ど な か っ た
　　　 ホ．そ の 他
33．こ れ ま で に 幼 い 子 ど もの 世話 を し た こ とが あ ります か
　　　　イ．世話を す る こ と が 多か っ た
　　　　ロ ．と き ど き世話 を した
　　　 ハ ．あま り世話 を した こ と が な い
　　　　二 ．ほ と ん ど世 話 を した こ と が な い
　　　　ホ．その 他
34．幼 児期 の 頃，友 達 と遊 ぶ こ とが 多か っ た で すか
　　　　イ．とて もよ く遊 ん だ
　　　　ロ ．よ く遊 ん だ ほ うであ る
　　　　ハ ．あま り遊 ば なか っ た
　 　 　 　二 ．ほ と ん ど遊 ば な か っ た
　　　　ホ ，そ の 他
35．子 ど も と
一
緒 に い る と楽 しい で すか
　　　　イ．楽 し い と き の ほ うが 多 い
　　　　ロ ．楽 しい と き と楽 し くな い とき とあ る
　　　　ハ ．楽 し くな い と きの ほ うが 多 い
　　　　二 ．少 し も楽 し くな い ，む し ろ わ ず ら わ しい
　　　　ホ．その 機会 が な い
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36．子 ど もが好 きで す か
　　　 イ，と て も好 き で ある
　　　 ロ ．か な り子 ど も好 きの ほ うで あ る
　　　 ハ ．あ ま り子 ど も好 き の ほ う で は な い
　　　 二 ．子 ど も好 きで はな い 　 　 　 　 　 　 ．
　 　 　 ホ．どち ら と もい え な い
37．子 ど もに 関心をもっ て い ますか
　　　 イ．非常に 関心 を も っ て い る
　　　 ロ ．か な り関心 を も っ て い る
　　　 ハ ．あ ま り関心 を も っ て い な い
　　　 二 ，全 く関心を もっ て い ない
　　　 ホ ．どち ら と もい え な い
38．将来 ， 子 ど もを扱 う仕事 に つ きた い と 思うこ とが ありますか
　 　 　 イ．そ の 方 に 進 路 を き めて い る
　　　 ロ ．と て も や っ て み た い と思 う
　　　 ハ ．そ の ように 思 う と き と思わ な い と き と ある
　　　 二 ．あ ま りや りた くな い と思 っ て い る
　　　 ホ．子 ど もに 関係 す る仕 事 に は つ き た くな い と 思 っ て い る
39．結婚 と い うこ と を考 え る こ とが あ ります か
　　　 イ．しば しば考 え る
　　　 ロ ．と き ど き考 え る が，それ ほ ど強 くない
　　　 ハ ．あ ま り考 えた こ と が な い
　　　 二 ．全 く考 えた こ とが な い
　　　 ホ．ど ち ら と もい え な い
40．結婚 した ら， す ぐに 子 ど も を欲 しい と思 うで し ょ うか
　　　 イ．す ぐに も欲 しい と 思うだ ろ う
　　　　ロ ．な る べ く早 く欲 し い と 思 うだ ろ う
　　　 ハ ．す ぐに は欲 し くな い と 思 うだ ろ う
　　　 二 ．全 く欲 し くな い と思 うだ ろ う
　　　　ホ．今 は考 え て い な い
41．自分が 母親 に な る こ と を当然の こ と と思 い ま す か
　　　　イ．当然の こ とで ある
　　　　p．当然の こ と と思 う とき と， そ う思わ な い と きが ある
　　　 ハ ．少 し も当然 と は 思 わ な い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大 江 ・中塚 ：母親像 と 母性意識 の 関連性 に つ い て
　　　 ＝ ．母親 に な る 必 要 は な い
　　　 ホ．考えた こ とが な い
42．あな た 自身女性で あ る こ と を肯定 す る気持が強 い で す か
　　　 イ．女 性 で あ る こ と に誇 りを もっ て い る
　　　 ロ ．肯定す る と き と否 定す る と きが あ る
　　　 ハ ．女性で ある こ と を否定 し た くな る こ との ほ うが 多 い
　　　 二 ．全 く女性で あ る こ とを否定 した い
　　　 ホ．ど ち ら と もい えない
43．お 母 さ ん は心 が 暖 か い ほ うで す か
　　　 イ．と て も暖か い と 思 っ て い る
　 　 　 ロ ．暖 か い ほ うで あ る
　 　 　 ハ ．あ ま り暖 か くな い と思 う
　　　 二 ．冷た い と思 う
　 　 　 ホ．ど ち ら と もい えな い
44．あ な たの お 母 さ ん が 好 きで す か
　　　 イ．と て も 好 き で あ る
　　　 ロ ．好 きな ほ うで あ る
　　　 ハ ．あ ま り好 き で は な い
　　　 二 ．む し ろ嫌 い で あ る
　　　 ホ．ど ち ら と もい え な い
45．あな た の お 母 さん の よ うな お 母 さん に な りたい で す か
　　　 イ．今描い て い る イ メージ は 自分 の 母親の イ メージで あ る
　　　 ロ ．と り入 れ た い と こ ろ と， と り入 れ た くない とこ ろが あ る
　　　 ハ ．あ ま り と り入 れ た くな い
　　　 二 ．母 親の よ うに な りた くな い
　　　 ホ．どち ら と もい えな い
46．自分 自身を心の 暖か い ほ うだ と思 い ますか
　 　 　 イ．とて も暖 か い と思 っ て い る
　　　 ロ ．暖か い ほ うで あ る
　　　 ハ ．暖か い ほ うで は な い と思 う
　　　 二 ．冷た い と 思 う
　 　 　 ホ．どち ら と もい え な い
47．自分 自身わ が ま まだ と思 い ます か
　 　 　 イ．と て もわ が ま まで あ る
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　　　 ロ ．わ が ま まな と き とそ うで な い とき とあ る
　　　 ハ ．あま りわがままで はない
　　　 二 ．全 くわ が ま までは な い
　　　 ホ．ど ち ら と もい えな い
48．欲 し い もの が あ る と ， どの よ うな態度 を と ります か
　　　 イ．何 ら か の か た ち で 親 に 依存 し必 ず手 に 入 れ る
　　　 ロ ， 親 に 依存す る と き と しな い ときが あ る
　　　 ハ ．親に 依存する こ と は 少なく，自分の 経費 の 可能 な範囲 に とど め る
　　　　　　 こ とが 多 い
　　　 二 ．全 く親に依存 しな い
　　　 ホ．そ の 他
49．電車内で隣 りに 幼 児 をみ か けた と き ， ど の よ うな 態度 を と り ます か
　　　 イ．い っ も相手 を して や る （笑 っ て み た り〉
　 　 　 ロ ．時 々 相 手 を し て や る
　　　 ハ ．ほ とん ど相手 に し ない
　　　 二 ．全 く相手 に しない
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